
　
令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
、
児
童
生
徒
の
家
庭
の
経
済
的
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

町
子
育
て
支
援
対
策
『
学
校
給
食
費
の
無
償
化
』
を
実
施
し
ま
す
。

学
校
給
食
法
で
は
保
護
者
も
負
担
を

　

学
校
給
食
は
、
児
童
・
生
徒
の
心

身
の
健
全
な
発
達
や
、
食
に
関
す
る

正
し
い
理
解
と
適
切
な
判
断
力
を
養

う
国
の
施
策
と
し
て
、
本
町
で
は
昭

和
47
年
２
月
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、
給
食
の
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

学
校
給
食
法
で
は
、
セ
ン
タ
ー
設

置
者
（
町
）
と
保
護
者
と
の
「
給
食

費
の
負
担
区
分
」
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

保
護
者
の
負
担
を
極
力
軽
減
す
る
た

め
、
光
熱
水
費
、
燃
料
費
も
町
が
負

担
し
、
保
護
者
に
は
食
材
費
（
賄
材

料
費:

米
、
肉
、
魚
、
野
菜
、
調
味

料
な
ど
の
一
部
）
に
限
定
し
て
給
食

費
負
担
金
を
徴
収
し
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
運
営
経
費
に
充
て
て
き
ま
し

た
。

　

現
在
の
保
護
者
負
担
金
は
、
小

学
生
は
１
食
当
た
り
２
６
５
円

（
４
，
２
０
０
円
／
月
）
、
中
学
生
は

３
０
９
円
（
４
，
９
０
０
円
／
月
）
で
、

セ
ン
タ
ー
年
間
運
営
費
の
約
14
％

（
Ｒ
５
年
度
）
で
す
。

国
の
給
食
費
無
償
化
の
動
き

　

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
な
ど
の
社

会
経
済
情
勢
に
よ
る
保
護
者
の
経
済

的
負
担
軽
減
の
た
め
、
全
国
各
地
で

学
校
給
食
費
の
一
部
助
成
や
無
償
化

を
独
自
に
実
施
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
国
（
文
部
科
学
省
）
は
、

現
行
法
で
保
護
者
が
負
担
す
べ
き
学

校
給
食
費
を
、
自
治
体
の
判
断
に
よ

り
補
助
（
助
成
）
す
る
こ
と
を
妨
げ

る
も
の
で
は
な
い
と
の
見
解
に
立
ち

な
が
ら
も
、
ま
だ
学
校
給
食
費
無
償

化
の
法
改
正
や
助
成
措
置
の
制
度
化

は
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

当
分
の
間
不
徴
収
と
す
る

　
　
　
　
　
　
町
特
例
条
例
を
制
定

　

町
で
は
、
給
食
費
無
償
化
に
向
け

て
、
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
も
、

こ
れ
ま
で
町
議
会
や
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
で
の
協
議
、
子
ど

も
子
育
て
審
議
会
で
の
諮
問
・
答
申

を
経
て
、
町
独
自
の
無
償
化
制
度
の

議
論
を
重
ね
て
き
た
結
果
、「
国
の

学
校
給
食
費
の
無
償
化
施
策
が
実
現

す
る
ま
で
の
当
分
の
間
、
不
徴
収
と

す
る
」
町
の
特
例
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

　

そ
の
理
由
は
、
町
独
自
制
度
の

合
規
性
と
安
定
性
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
「
補
助(

助
成)

制
度
」

と
し
た
場
合
に
必
要
と
な
る
申

請
・
精
算
等
の
事
務
手
続
が
簡
素

化
さ
れ
、
学
校
給
食
行
政
と
保
護

者
等
の
事
務
負
担
も
軽
減
さ
れ
る

こ
と
で
す
。

　

ま
た
、公
平
性
へ
の
配
慮
か
ら
、

町
立
学
校
に
学
籍
が
あ
り
、
食
物

「
学
校
給
食
費
」
無
償
化

「
学
校
給
食
費
」
無
償
化

「
学
校
給
食
費
」
無
償
化

「
学
校
給
食
費
」
無
償
化

　

―― 

積
丹
町　

子
ど
も
子
育
て
支
援
対
策　

拡
充

積
丹
町　

子
ど
も
子
育
て
支
援
対
策　

拡
充 

――

＝令和７年１月１日スタート＝

ア
レ
ル
ギ
ー
等
に
よ
り
学
校
給
食
の

全
部
を
停
止
又
は
一
部
の
み
の
提
供

を
受
け
て
い
る
子
ど
も
の
保
護
者
等

へ
の
「
学
校
給
食
費
相
当
額
を
給
付

す
る
制
度
」
を
同
時
に
創
設
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

財
政
へ
の
影
響
縮
減
と

　
　
　
　
給
食
の
質
の
確
保
に
努
力

　

令
和
７
年
１
月
か
ら
の
無
償
化
に

伴
う
今
年
度
の
影
響
額
は
、
３
カ
月

分
の
歳
入
で
１
１
２
万
３
千
円
の
減

で
す
。

　

令
和
７
年
度
で
は
、
年
間
４
５
４

万
円
の
歳
入
減
と
見
込
ん
で
い
ま
す

が
、ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
な
ど
「
町

予
算
全
体
」
の
中
で
の
財
源
捻
出
に

努
力
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
給
食
費
の
無
償
化
に
よ
り

学
校
給
食
内
容
の
質
的
及
び
量
的
な

水
準
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
食
育
の
観
点
等
に
も
配
慮
し
な

が
ら
、
円
滑
な
学
校
給
食
の
運
営
に

努
め
ま
す
。

　
な
お
、
保
護
者
の
方
々
に
納
付
い

た
だ
い
て
い
る
今
年
度
の
学
校
給
食

費
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
納
付

書
払
い
、
口
座
振
替
等
、
個
別
に
取

り
扱
い
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
別
途

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▲給食の様子（余別小学校）

令和 7年 1月
ス タ ー ト
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Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
（
静
岡
県
熱
海
市
）
で
は
、

　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
（
静
岡
県
熱
海
市
）
で
は
、

毎
年
小
学
生
を
対
象
に
全
国
規
模
の
作
品
展

毎
年
小
学
生
を
対
象
に
全
国
規
模
の
作
品
展

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
小
樽
児
童
作
品
展
（
実
行

　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
小
樽
児
童
作
品
展
（
実
行

委
員
長

委
員
長::

中
村
裕
之
衆
議
院
議
員
）
は
、
小

中
村
裕
之
衆
議
院
議
員
）
は
、
小

樽
市
、
余
市
町
、
仁
木
町
、
古
平
町
、
積
丹

樽
市
、
余
市
町
、
仁
木
町
、
古
平
町
、
積
丹

町
の
児
童
が
制
作
し
た
、
絵
画

町
の
児
童
が
制
作
し
た
、
絵
画
2929
点
、
書
写

点
、
書
写

1818
点
の
中
か
ら
、
著
名
な
審
査
員
の
審
査
を

点
の
中
か
ら
、
著
名
な
審
査
員
の
審
査
を

経
て
絵
画

経
て
絵
画
６６
点
、
書
写

点
、
書
写
２２
点
が
入
賞
。　

点
が
入
賞
。　

　

1111
月月
1010
日
に
は
市
立
小
樽
美
術
館

日
に
は
市
立
小
樽
美
術
館

で
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

で
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
町
か
ら
は
余
別
小
６
年
の

　

当
町
か
ら
は
余
別
小
６
年
の
筒筒つ

つ
し
お

つ
つ
し
お塩塩

理理り

く

り

く巧巧
さ
ん
さ
ん
の
作
品
「
Ｂ
Ｂ

の
作
品
「
Ｂ
Ｂ--

８
」
が

８
」
が

絵
画
の
部
で
積
丹
町
長
賞
、
美
国
小

絵
画
の
部
で
積
丹
町
長
賞
、
美
国
小

５
年
の

５
年
の
石
川
石
川
七七な

な

と

な

な

と翔翔
さ
ん
さ
ん
が
書
写
の
部

が
書
写
の
部

で
積
丹
町
教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

で
積
丹
町
教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
た
。

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館 

小
樽
小
樽 

児
童
作
品
展

児
童
作
品
展

筒
塩
筒
塩 

理
巧
理
巧 

さ
ん
さ
ん
（
余
別
小
６
年
）
絵
画
の
部

（
余
別
小
６
年
）
絵
画
の
部

石
川
石
川 

七
翔
七
翔 

さ
ん
さ
ん
（
美
国
小
５
年
）
書
写
の
部

（
美
国
小
５
年
）
書
写
の
部

入入 

賞賞

令和６年度　受賞者令和６年度 受賞者
≪絵画≫

　積丹町長賞　筒塩　理巧さん（余別小６年）

　　金　賞　　木浪愛生羽さん（美国小１年）

　　銀　賞　　笠井　寿信さん（美国小４年）

　　　　　　　三上竜一郎さん（日司小４年）

　　　　　　　本間　色　さん（美国小３年）

　　　　　　　木田丞之介さん（美国小２年）

≪書写≫

積丹町教育長賞 石川　七翔さん（美国小５年）

　　銀　賞　　松葉　樹　さん（美国小６年）

町独自の 「学校給食費」 の無償化 ＝令和７年１月１日スタート＝

●学校給食法で定める負担区分

保護者が負担する経費保護者が負担する経費
給食センター設置者（町）が給食センター設置者（町）が

負担すべき経費負担すべき経費

食材費食材費
（賄材料）（賄材料）

光熱水費光熱水費 燃料費燃料費 修繕費修繕費 人件費　ほか人件費　ほか※※

●積丹町の現状 （金額は、 令和 5年度歳出決算額）

保護者が保護者が
負担する経費負担する経費

町が負担している経費町が負担している経費

食材費食材費
（賄材料）（賄材料）

光熱水費光熱水費 燃料費燃料費 修繕費修繕費 人件費　ほか人件費　ほか※※

4,986 千円（14.4％）4,986 千円（14.4％） 29,731 千円（85.6％）29,731 千円（85.6％）

●令和 7年１月からの積丹町の学校給食費負担区分

保護者負担保護者負担 町負担（全額）町負担（全額）

・・なしなし
食材費食材費

（賄材料）（賄材料）
光熱水費光熱水費 燃料費燃料費 修繕費修繕費 人件費　ほか人件費　ほか※※

▲筒塩理巧さん「ＢＢ -８」▲石川七翔さん　書写「道」

※給食調理・配送業務委託費を含む

給食センター

管理運営費

総　　額

34,717 千円
（100％）

・学校教職員とセンター職員（従事者）等の給食費は、有償。
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美国中学校３年　美国中学校３年　西西
に し む らに し む ら

村村　栞栞
しおりしおり

さんさん

学生の学生の『『税についての作文 税についての作文 』』中中

積
丹
町
民
の
足
を
支
え
る
税
金

積
丹
町
民
の
足
を
支
え
る
税
金

　　　
美
国
中
学
校
３
年　
西
村　　
栞

　　　
美
国
中
学
校
３
年　
西
村　　
栞

　
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
積
丹
町
は
、

人
口
二
千
人
を
切
る
小
さ
な
町
だ
。

そ
の
た
め
バ
ス
の
本
数
は
少
な
く
、

電
車
も
通
っ
て
い
な
い
た
め
、
多
く

の
人
が
自
家
用
車
で
移
動
し
て
い
る
。

私
自
身
ほ
と
ん
ど
両
親
の
車
に
乗
っ

て
移
動
し
て
い
る
が
、
た
ま
に
バ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。
両
親
の

都
合
で
自
家
用
車
を
使
え
な
い
と
き

は
、
よ
く
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
た

め
、
こ
う
い
う
と
き
に
は
便
利
だ
な

と
思
っ
た
し
乗
る
た
び
に
そ
の
あ
り

が
た
み
を
感
じ
て
い
た
。

が
た
み
を
感
じ
て
い
た
。

　
そ
ん
な
中
、
昨
年
の
九
月
い
っ
ぱ
い

で
民
間
の
バ
ス
会
社
が
運
営
し
て
い

る
町
内
を
走
る
バ
ス
の
一
部
が
廃
止

と
な
っ
た
。
主
に
利
用
客
の
減
少
に

よ
っ
て
採
算
が
取
れ
な
く
な
っ
た
と
い

う
理
由
か
ら
で
あ
る
。
廃
止
を
知
っ

た
と
き
に
は
正
直
こ
れ
か
ら
町
内
を

移
動
す
る
手
段
が
減
る
の
か
と
思
い
、

心
配
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
バ
ス
は

町
民
だ
け
で
な
く
町
外
か
ら
来
た
観

光
客
の
方
々
も
一
部
利
用
し
て
い
る

た
め
、
そ
の
よ
う
な
方
々
も
困
る
の

ー 令和６年度（第 58 回）　全国応募編数 435,572 編の中から選考 ー

　
国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
で
は
、
共
催
に
よ
り
毎
年
税
の
仕
組

み
や
使
わ
れ
方
な
ど
租
税
教
育
の
一
環

と
し
て
【
税
】
に
関
す
る
内
容
を
テ
ー

マ
に
中
学
生
の
『
税
に
つ
い
て
の
作
文
』

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
美
国
中
学
校
で
は
、
社
会
科
の
授
業

で
学
ん
だ
税
に
つ
い
て
作
文
を
書
い
て

応
募
し
、
西
村
栞
さ
ん
（
美
国
中
３
年
）

の
作
文
が
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

優
秀
賞
に
入
選
し
、
11
月
18
日
に
黒
田

憲
一
郎
余
市
税
務
署
長
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
　

左から、黒田余市税務署長、西村　栞さん、小原美国中学校長

で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
と
き
に
、
町
が
運
営

す
る
生
活
交
通
バ
ス
、
通
称

「
し
ゃ
こ
バ
ス
」
の
運
行
が
決

ま
っ
た
。
乗
車
す
る
た
め
に
は

前
日
ま
で
の
事
前
予
約
が
必
要

と
な
っ
た
が
、
以
前
よ
り
停
留

所
の
数
が
増
え
た
り
、
運
賃
も

安
く
設
定
さ
れ
た
り
し
た
。
そ

こ
で
私
は
ふ
と
、
採
算
が
取
れ

な
く
な
っ
て
廃
止
さ
れ
た
は
ず

の
バ
ス
路
線
が
、
な
ぜ
町
に
よ
っ

の
バ
ス
路
線
が
、
な
ぜ
町
に
よ
っ

て
存
続
で
き
、
運
賃
も
以
前
よ

り
安
く
設
定
で
き
る
の
か
と
疑

問
に
思
っ
た
。
そ
こ
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
、
両

親
に
尋
ね
た
り
し
た
と
こ
ろ
、

親
に
尋
ね
た
り
し
た
と
こ
ろ
、

国
民
が
払
っ
た
税
金
の
一
部
が

国
民
が
払
っ
た
税
金
の
一
部
が

バ
ス
の
補
助
金
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
が
分

て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
た
。
私
た
ち
バ
ス
の
利
用

か
っ
た
。
私
た
ち
バ
ス
の
利
用

者
が
払
う
運
賃
だ
け
で
は
賄
い

者
が
払
う
運
賃
だ
け
で
は
賄
い

き
れ
な
い
分
を
支
え
て
く
れ
て

き
れ
な
い
分
を
支
え
て
く
れ
て

い
る
の
が
税
金
で
あ
る
。
そ
の

い
る
の
が
税
金
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
を
知
っ
た
私
は
、
税
金
が

こ
と
を
知
っ
た
私
は
、
税
金
が

い
か
に
大
切
な
存
在
で
あ
る
の

い
か
に
大
切
な
存
在
で
あ
る
の

か
気
づ
か
さ
れ
た
。

か
気
づ
か
さ
れ
た
。

　

税
金
が
警
察
署
や
消
防
署
、

道
路
や
橋
の
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
バ
ス
の

い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
バ
ス
の

補
助
金
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

補
助
金
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
知
ら
な
か
っ
た
。
バ
ス
路
線
の
廃

は
知
ら
な
か
っ
た
。
バ
ス
路
線
の
廃

止
を
き
っ
か
け
に
、
税
金
の
お
か
げ

止
を
き
っ
か
け
に
、
税
金
の
お
か
げ

で
私
た
ち
の
生
活
が
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

の
う
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
学
生

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
学
生

で
あ
る
私
た
ち
は
、
消
費
税
し
か
払

う
機
会
が
な
い
が
、
私
が
払
っ
た
税

う
機
会
が
な
い
が
、
私
が
払
っ
た
税

は
誰
か
を
支
え
、
誰
か
が
払
っ
た
税

は
誰
か
を
支
え
、
誰
か
が
払
っ
た
税

は
私
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。
そ
う

は
私
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。
そ
う

考
え
る
と
、
や
は
り
税
金
は
な
く
て

考
え
る
と
、
や
は
り
税
金
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
だ
し
、
と
て
も
大

は
な
ら
な
い
存
在
だ
し
、
と
て
も
大

切
だ
と
思
っ
た
。

切
だ
と
思
っ
た
。

≪　優秀賞 入選作品　≫≪　優秀賞 入選作品　≫

「
し
ゃ
こ
バ
ス
」
の
運
行
が
決

「
し
ゃ
こ
バ
ス
」
の
運
行
が
決

優優
秀秀
賞賞
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２
，
０
０
０
日　

２
，
０
０
０
日　

達
成
達
成

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日

12
月
11
日
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、
去
る
11
月
27

日
で
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

２
，
０
０
０
日
を
達
成
し

た
当
町
に
、
北
海
道
知
事

及
び
札
幌
方
面
余
市
警
察

署
長
か
ら
感
謝
状
と
北
海

道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

長
か
ら
の
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

後
志
総
合
振
興
局
上う

え
さ
か坂

く
ら
し
・
子
育
て
担
当
部

長
及
び
鈴
木
余
市
警
察
署

長
か
ら
松
井
町
長
へ
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　

報
道
関
係
者
や
町
職
員

が
参
席
し
た
伝
達
式
で
は

賞
状
の
伝
達
、
上
坂
く
ら

し
・
子
育
て
担
当
部
長
と
鈴
木
余
市

警
察
署
長
の
祝
辞
に
続
き
、
松
井
町

長
か
ら
「
さ
ら
に
記
録
を
伸
ば
せ
る

よ
う
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
運
動
を

続
け
て
い
き
た
い
。
」
と
謝
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　

こ
の
記
録
は
令
和
元
年
６
月
７
日

地域活性化起業人地域活性化起業人--     民間企業から派遣民間企業から派遣　--

「地域活性化起業人」制度は、三大都市圏の

民間企業等の社員がそのノウハウや知見を生か

しながら地方独自の魅力や価値の向上、地域経

済の活性化などにつながる業務に従事し、自治

体と協力して地方への人の流れを創り出すこと

を目的とした総務省所管の民間人材派遣支援制

度です。

　また、起業人の受け入れ等に要する経費は、

特別交付税で国から措置されます。

㈱つぎきの森（神奈川県鎌倉市）

平
ひらかわ

川 大
た い が

雅 さん（26 歳）

ふるさと納税に携わらせていた

だきます。積丹町を盛り上げら

れるよう尽力します。町内の事

業者の皆さんと接する機会が多

いと思いますので、よろしくお

願いします。　　(出身地：函館市） 

～ 地域活性化起業人とは ～

　12 月９日から株式会社つぎきの森（櫻井珠真呂代表取締役・神奈川県鎌倉市）から派遣の、

平川大雅さんが本町初の『地域活性化起業人』として町企画課で勤務しています。

　平川さんは、ふるさと納税業務に従事し、ふるさと納税制度を活用したまちのＰＲと地域経

済活性化への貢献が期待されます。

の
事
故
後
か
ら
の
記
録
で
、
前
回

は
６
，
８
７
０
日
間
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
全
道
２
位
で
、
７
，
０
０
０

日
達
成
の
目
前
で
し
た
。

　

夏
場
に
は
、
札
幌
圏
や
道
内
外

か
ら
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
町ま

ち

で
あ
り
な
が
ら
「
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
」
の
記
録
を
１
日
ず
つ
積
み
重

ね
る
積
丹
町
の
交
通
安
全
へ
の
取

り
組
み
は
、
各
機
関
か
ら
高
く
評

価
。

　

今
後
も
こ
の
記
録
が
続
く
よ

う
、
町
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
運
動

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲鈴木余市警察署長 ▲上坂くらし・子育て担当部長
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歳　入　科　目 予　算　額 収　入　済　額 収入率

現
　
年
　
度
　
分

自
主
財
源

町 税 1億 5,065 万 1 千円 １億 613 万円 70.45％

分担金及び負担金 5,132 万円 651 万 1 千円 12.69％

使用料及び手数料 4,440 万 5 千円 1,997 万 2 千円 44.98％

そ の 他 4億 9,198 万 8 千円 1億 4,885 万 5 千円 30.26％

計 7億 3,836 万 4 千円 2億 8,146 万 8 千円 38.12％

依
存
財
源

地 方 交 付 税 18 億 2,800 万円 11 億 8,744 万円 64.96％

国・ 道 支 出 金 3億 1,878 万 8 千円 4,411 万 9 千円  13.84％

町 債 4億 1,290 万円 0円  0.00％

そ の 他 8,330 万４千円 4,391 万 4 千円 52.72％

計 26 億 4,299 万 2 千円 12 億 7,547 万 3 千円 48.26％

小　　　計 33 億 8,135 万 6 千円 15 億 5,694 万 1 千円 46.04％

繰越明許費 1億 857 万 7 千円 1,649 万 2 千円 15.19％

合　　　計 34 億 8,993 万 3 千円 15 億 7,343 万 3 千円 45.08％

歳　出　科　目 予　算　額 支　出　済　額 執行率

現
　
年
　
度
　
分

議 会 費 5,768 万 6 千円 2,868 万 1 千円 49.72％

総 務 費 11 億 1,615 万 3 千円 3億 597 万 8 千円 27.41％

民 生 費 4億 6,754 万 9 千円 1億 7,585 万 9 千円 37.61％

衛 生 費 2億 8,462 万 7 千円 6,621 万 7 千円 23.26％

労 働 費 418 万 9 千円 189 万 2 千円 45.17％

農 林 水 産 業 費 1億 7,032 万 5 千円 4,892 万 6 千円 28.73％

商 工 費 1億 7,330 万 7 千円 3,753 万 4 千円 21.66％

土 木 費 2億 6,062 万 6 千円 2,106 万 7 千円  8.08％

消 防 費 1億 9,873 万 1 千円 9,973 万 1 千円 50.18％

教 育 費 2億 4,366 万 3 千円 7,428 万 2 千円 30.49％

災 害 復 旧 費 7万円 1万 3千円 18.57％

公 債 費 4億 2万 1千円 2億 283 万 5 千円 50.71％

諸 支 出 金 340 万 9 千円 0千円 0.00％

予 備 費 100 万円 0千円 0.00％

小　　　計 33 億 8,135 万 6 千円 10 億 6,301 万 4 千円 31.44％

繰越明許費 １億 857 万 7 千円 1,883 万 6 千円  17.35％

合　　　計 34 億 8,993 万 3 千円 10 億 8,185 万円 31.00％

会　計　別 予　算　額 収　入　済　額 収入率 支　出　済　額 執行率

国民健康保険事業
事 業 勘 定 1億 1,241 万 2 千円 3,031 万 1 千円 26.96％ 5,116 万 9 千円 45.52％

直 診 勘 定 9,545 万 9 千円 728 万 6 千円 7.63％ 3,437 万 2 千円 36.01％

介 護 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 5,149 万円 675 万 7 千円 13.12％ 1,882 万 7 千円 36.56％

後 期 高 齢 者 医 療 4,669 万 2 千円 1,303 万 4 千円 27.91％ 1,244 万 3 千円 26.65％

令
和
６
年
度
上
半
期
（
令
和
６
年
９
月
30
日
現
在
）

町
予
算
の
執
行
状
況
を
公
表

　
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
～
９
月
30
日
）
の
町
予
算
の

執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
税
金
や
国
・
道
か
ら
の
交

付
金
な
ど
、
町
の
財
政
状
況
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。

一般会計
歳入歳出予算額　34億 8,993万 3千円
< 現年度予算額 >　33億 8,135万 6千円　< 繰越明許費 >　1 億 857万 7千円

歳入 収入済額 15 億 7,343 万 3 千円　<現年度分 > 15 億 5,694 万 1 千円　

歳出 支出済額 10 億 8,185 万円　    < 現年度分 > 10 億 6,301 万 4 千円　

特別会計 特定の事業を行うため、一般会計の歳入・歳出と区分して経理するための会計です。

<繰越明許費 >　  1,649 万 2 千円

<繰越明許費 >    1,883 万 6 千円

公 表公 表

公営企業
会　計・

現行予算額 収入済額 収入率 現行予算額 支出済額 執行率

収 益 的 収 入 1億 2,153 万 2 千円 3,625 万円 29.8％ 収 益 的 支 出 1億 5,022 万 1 千円 1,318 万円 8.8％

資 本 的 収 入 6,861 万円 0千円 0.0％ 資 本 的 支 出 9,821 万 3 千円 1,639 万 2 千円 16.7％

現行予算額 収入済額 収入率 現行予算額 支出済額 執行率

収 益 的 収 入 7,815 万 7 千円 3,696 万 9 千円 47.3％ 収 益 的 支 出 6,265 万 2 千円 1,018 万 1 千円 16.3％

資 本 的 収 入 4,860 万 1 千円 0円 0.0％ 資 本 的 支 出 7,898 万 1 千円 2,584 万 1 千円 32.7％

簡易水道事業

集落排水事業
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